「理念」と「過重負担」の狭間で by 松濱, 敏郎
「理念」と 「過重負担」の狭間で 教育地域科学部 芸術・保健体育教育講座 松濱 敏郎
私が 「歌うこと ・表現すること」と題して講義を始めてか
ら8年目、初めて学外からの受講者がなかったが、最初の2年
間に仁愛女子短大専攻科の学生さんが科目等履修で単位を取
りに来られたことを含めると、約30名の学外からの受講者を
受け入れていたと思う。このこと自体は、私にとって大変に
幸せなことであったとつくづく思う。
一方では困った問題も数多くあった。受講者を希望に従っ
てコンピュータで振り分けるため、第3希望での、歌う意欲に
欠けた学生が集中して授業が沈潜した空気に包まれたことも
そのひとつであった。声楽のレッスンに絞って、受け入れ人
数も8名に限定したいと何度も思った。しかしながら一方では
「今の世の中にあって、何故音楽や歌が必要なのか」この命題
をいくらかでも多くの人に伝えたかった。思うに、この思い
が、講義と実技によって、しかも受け入れ人数も絞らずに継
続させていたのだと思う。
「言葉では表現出来ない過度の感覚に表現を与えるものと
しての音楽」この言葉と出会ったとき、後の大作曲家シュー
マンは音楽家を志すことになる。言葉でうまく説明できなく
て、どれほどの子供が涙を溢れさせたのだろう。溢れさすご
とすら出来なかった子供はどのようにしたのだろう。吉田兼
好法師は 「もの言はぬは腹ふくるるわざ」と言 っているでは
ないか。言いたくても言えない子供がいる。
私はまさにそのような子供であった。 しかしながら、「歌」
と出会わせていただいたことにより、私は積極的な子供へと
変身 したのだった。小学校のとき、音楽専科の先生の授業を
初めて受けたときのことは生涯忘れ得ない。「松濱君出ておい
で」先生の指示に従 って、おずおずと出て行った私に 「先生
と一緒に輪唱 をしよう」と先生はおっしゃった。脚の震えが
止まらないまま、一生懸命 に歌い終えると 「お～っ」という
歓声とともに、級友 らの大きな拍手が返ってきた。このとき
初めて、心の中から何かが出て行 ったということを私は感 じ、
「歌」で自分を表現できることに大きな安心と自信とを得たの
だと思う。
英語のspiritも、 ドイツ語のGeistも「精神 ・魂」の意味
のほかに、「息遣い」の意味をも持つ。そ して、ひとつの言葉
にこれら二つの意味を包含させるのは人類普遍の哲学である。
「気持ちを合わせる」と 「息を合わせる」を考えても、 「気」
が 「精神 ・魂」と 「気息」 との両方の意味を持 っていること
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は明らかである。
歌はさまざまな表現手段の中でも 「気息」を用いて、直接的
に 「心」を表現するという意味で大切な表現手段のひとつであ
るといえる。このようなことを私は共通教育の授業の中で伝え
てきたつもりである。このことは至上の喜びである。しかし一
方では、音楽科の学生と声楽の授業をしている。これはより大
切な使命である。歌で表現する技術無しに、学校教育の現場で
児童 ・生徒により深い共感と感動とを与えることが出来ないか
らだ。
声楽の授業は複数の学生に対して同時進行的に授けることは
残念ながら出来ない。ここに私自身の大きな悩みがある。近年
さまざまな事件 ・問題が起きる中で、心の教育の必要性を感じ
てか、他学科の学生もが音楽の免許を取得したいとして音楽の
諸単位を履修することとも相俟って、クラス授業ではない声楽
の授業は自動的に担当時間が増えるのである。
授業の評価ポイン トとして、実習の授業はポイン トが低いら
しい。しかしながら、音楽の実習についてはそれでいいのだろ
うかと思う。今後、ピアノや声楽、音楽実技の教員が退職する
について、授業名に見合った数の非常勤講師 しか採用されない
としたら、大きな問題である。学生諸君に実技の力をつけてい
ただくためには、ひとつの実技の授業に対し、1.5倍から2倍く
らいのコマ数を必要としているからである。ちなみに私は年間
で約30コマの授業をこなしているのである。
このような現実がある中で、共通教育の科目を一律に担当 し
なければならないということに問題点はないのか、しかし 「心
の教育」に関与すべく 「現代社会にあっての、音楽 ・歌の必要
性」を説くこともやめたくない。私は悩む。社会と理事会の理
解のなさに憤る。
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